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富山ガラス工房開設30周年記念特集―歴史を知る

富山ガラス工房 30年間の沿革
　明治、大正、昭和にかけ、富山駅周辺ではガラスの薬瓶製造が盛んに行われてきました。市ではそれに由来して、1980年代、
新しいガラス文化の創造に取り組み始めます。1985年には、市民への浸透を目的に、「富山市民大学ガラス工芸コース」を開設、
1991年には、公立では初となる専門教育機関「富山ガラス造形研究所」を開校しました。
　そして、プロ作家の育成と産業化を進める「富山ガラス工房」の開設につながっていきます。こうして市は、「ガラスの街」
へと成長してきたのです。

1994年4月

富山ガラス工房を開設

　富山ガラス造形研究所を卒業したガラ　富山ガラス造形研究所を卒業したガラ
ス作家の自立支援とガラス文化・産業の定ス作家の自立支援とガラス文化・産業の定
着を目的に開設しました。着を目的に開設しました。
　当時はショップと、受注商品を制作する　当時はショップと、受注商品を制作する
共同工房のみで、野田名誉館長を含め10人共同工房のみで、野田名誉館長を含め10人
のスタッフで運営していました。のスタッフで運営していました。

開設当初の写真

2 2000年
　 「C

チ ョ コ

HOCO」の誕生
　所属作家が入れ替わっても統一感
のある商品が展開できるよう、「定番
商品」の開発を始めました。
　その中で蕎

そ ば
麦猪

ち ょ こ
口をモチーフとし

た「CHOCO」シリーズが誕生します。
「小さいと冷酒グラス、大きいと小鉢
に見える。ガラスで作るのでコップに
見えることもある」形状をしています。
　現在も、手になじむサイズ感の中に
各作家の個性を発揮し、バラエティ豊
かに制作し続けています。

2004年10月

創作工房を増設
　ガラス作家の独立と富山へ　ガラス作家の独立と富山へ
の定着を支援することを目的の定着を支援することを目的
に増設しました。に増設しました。

　この施設では、ガラス作家　この施設では、ガラス作家
への設備レンタルだけでなくへの設備レンタルだけでなく
週末に行っていた吹きガラス週末に行っていた吹きガラス
体験を平日まで拡大しました。体験を平日まで拡大しました。
　また、多くのデザイナーや　また、多くのデザイナーや
アーティストとのコラボレーアーティストとのコラボレー
ションの場としても活用してションの場としても活用して
います。います。

3 2001年　富山曼
まん

荼
だ

羅
ら

彩
さい

の開発を開始
　オリジナル色ガラスなど新素材の開発を始めました。
以後20年をかけて取り組み、工房を代表するオリジナル
色ガラス「富山曼荼羅彩」を作り上げていきました。
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1 - 1 ガラス制作講座・体験
　現在でも中心的な活動の 1 つである講座・体験は、
開設当初から行ってきました。週末のみ実施していま
したが、早朝から行列ができるほど好評でした。

1 - 2 G
ガ ラ ス
LASS F

フ ェ ス タ
ESTA

　毎年開催しているガラスフェスタも、開設当初から
受け継いできたものです。国内外で活躍するプロ作家
のパフォーマン
スや、無料の制
作体験が好評の
イベントです。

1 1994年

1
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2011年12月

カフェギャラリーをオープン
　ショップで展示・販売して
いる器でおもてなしを行う
場としてオープンしました。　

「ガラス作品が日常に溶け込
んだ室内空間」をイメージし
ています。お客さんの声は、
ガラスの器作りに生かして
います。

2012年9月
第 2工房をオープン
　制作体験機能に特化し、多くの方が吹きガラスやキル　制作体験機能に特化し、多くの方が吹きガラスやキル
ンワーク・バーナーワークなどさまざまな技法でガラスンワーク・バーナーワークなどさまざまな技法でガラス
制作を体験できます。制作を体験できます。

　第 2 工房の開設に合わせ、工　第 2 工房の開設に合わせ、工
房と造形研究所の敷地を「グラ房と造形研究所の敷地を「グラ
ス アート ヒルズ富山」と命名ス アート ヒルズ富山」と命名
し、シンボルマークとバナーフし、シンボルマークとバナーフ
ラッグを掲げて「富山ガラス」ラッグを掲げて「富山ガラス」
を国内外へ広めています。を国内外へ広めています。

　作業場の周辺には観　作業場の周辺には観
覧席があるので、ゲスト覧席があるので、ゲスト
作家などの制作を間近作家などの制作を間近
で見学できます。で見学できます。

7 2015年　ガラスのオブジェクトで富山の玄関口を彩る
　北陸新幹線延伸に合わせて、富山駅構内に設置しました。

9 2022年
　 「リメルト・ブルー」持続可能なガラスの街へ
　制作の際に発生するガラスの端材・屑材は工
房全体で年間約 6 t にも及んでいます。廃棄量
を減らし、持続可能な発展を目指して、リサイ
クルガラス「リメルト・ブルー」を開発しました。

　廃棄ガラスから色の濃いガラス片を除き再
溶解することで、涼しげな薄い青色の素材に生
まれ変わります。原料の成分が代わるので毎回
色味が異なり、一期一会の青を見せてくれます。

　原材料費の削減だ
けでなく、ガラスを
溶解するエネルギー
の削減にもなります。

8 2019年
　 ラグジュアリーな「富山アイコニック」を目指す
　「美しさを日常に取り込み、心豊かに暮らすこと
ができる本当の意味でのラグジュアリー」をコン
セプトに、「富山アイコニック」のラインナップを
制作し始めました。「富山の
自然そのものの表現」をテー
マにしたグラスや皿などを
はじめ、「輪花」をテーマにし
た器からオブジェまで、多彩
な作品を展開しています。

10 2024年　開設30周年記念！
　恒例のガラスフェスタを、30周年感謝祭として
開催しました。より多くの方に参加してもらえる
よう、無料の制作体験を
増やしました。
　また、市民の皆さんが

「ガラスの葉」を、工房と
造形研究所のスタッフが

「ガラスの樹」を制作し、
協働して『ありがとうの
樹』を完成させました。

これからも国内外に向けガラスを発信していきます

皆さんも、ぜひ富山ガラスに会いに来てください

5 6 7 8 9 10
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スタジアム形式！

フロアシャンデリア
　駅南北自由通路の床にガラスを埋
め込み、天井から多彩な光を当て反
射光でシャンデリアのような華やか
さを演出しています。

トランジット・ライティング・ウォール
　市内電車乗り場にある、細長いガラスを
組み合わせた壁面装飾です。表面には手

ちょう
斧
な

で木材を削った跡や、蚕の繭をイメージし
た凹凸をつけています。時間帯によって、
色味が変わる仕様になっています。



4 － 令和 7 年（2025年）3 月₅日発行

記念シンポジウム
「これまでの歩みと今後の展望」
を開催しました

　藤井市長は、４０年近くにわたりガラ
スの施策に取り組んできたことについ
て説明し、「国際的にも認知され、市民
の間にもガラス文化が定着しつつある
中、ここ富山にトップクラスの作家が
集い、『日本のガラスの聖地』と呼ばれ
るまでに至っている」と述べました。

これまでの歩み

『ガラスの街づくり』の取り組み

『人を育てる』ガラスの富山

　野田名誉館長は、開設当時の新聞記
事や広報誌を示しながら、創作工房や
個人工房の開設により富山に定住する
作家が増加してきたことなど、その歩
みについて振り返り、工房が果たす大
きな役割の一つとして、人を育て、富山
の文化として根付くための取り組みと
して始まった経緯について話しました。

　ガラス造形研究所で学んだガラス造
形作家の小島さんは、外国から招待され
た先生との工房での交流をきっかけに、
ガラス芸術の先進地であるチェコに招
待され、ガラス作家として大きく成長
できたエピソードなどを交え、ガラス
制作のために必要な充実した施設が整
う工房のおかげで、卒業後も安心して
作家活動が続けられたと話しました。

制作しやすい環境がある

　富山県総合デザインセンターの桐山
所長は、これまで数十人のデザイナー

富山市でのガラス文化の普及と
デザイナーの関わり

が工房と共同制作を行い、ガラス工芸
にデザインの視点から参画してきたこ
とを振り返り、富山ガラスの価値向上
と、デザイナーとしての新たな価値を
見出すことの相乗効果について想いを
語りました。

　富山商工会議所の今川部長は、富山
商工会議所が行う事業として、記念品
やトロフィーの制作をガラス工房に依
頼する中で、トロフィーのフォルムを
「右肩上がり」にするなど、細かい工夫
がなされており、企業やお店が大事に
飾ってくれているエピソードなどを交
え、富山ガラスの魅力や普及活動につ
いて話しました。

「ガラス」を地場産業に
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藤井裕久
富山市長

　富山ガラス工房（以下：工房）の開設30周年を記
念して、司会・進行役と 5人の登壇者が工房や富山
のガラス文化について想いを語るシンポジウムを、
2月 8日にTOYAMAキラリで行いました。
　当日述べられた意見や想いの一端を紹介します。

▲小島さんの作品

▲「ベストショップ大賞」で贈られた
　ガラスのトロフィー

富山ガラス工房開設30周年記念特集―想いを聞く
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今後の展望

作家が定住できる場所づくり

　野田名誉館長は、「全国から富山に移
住してガラス制作を始める人が多い」
と述べました。
　今後は「作家が工房を構え、活動を続け
られる場所を提供できるようになれば」
と話し、創作環境の充実に期待を寄せ
ました。

　今川さんは、富山の地場産業として
ガラスを広げる方策について、「観光地
と飲食店が集まるエリア（例えば岩瀬
地区）にガラスショップを配置すれば、
調和が生まれるのでは」と提案し、商品
単価を上げて海外の富裕層をターゲッ
トにする戦略も示しました。
　一方、デザイン面での普及について
桐山さんは、「ガラスと異素材の組み合
わせなど、新しい表現が求められる時
代」と述べ、伝統に基づきながらも革新
的なデザインの必要性を強調しました。

『官民一体』や『デザイン』が
富山ガラスを盛り上げる

　富山を拠点に活動する小島さんは、
「富山のガラスの認知度が高まり、全国
からギャラリー関係者が訪れるように
なった」と述べ、「日本のガラスといえ
ば富山」という評価が定着しつつある
ことに喜びを示しました。
　これを受け、桐山さんは「さらにもう
一段階上を目指し、みんなで知恵を出
し合いたい」と意気込みを語り、富山ガ
ラスのさらなる発展に向けた意欲を見
せました。

ものづくりができる富山の魅力

　今川さんは、富山で作家が育ち、定住
することを願い、「ガラスづくりなどの
体験を通じて、子どもたちに富山の良
さを知ってもらいたい」と述べ、ものづ
くりを体験することの重要性を訴えま
した。

富山ガラス工房　☎436－2600富山ガラス工房開設30周年記念特集―想いを聞く

ガラスといえば富山

▲観覧者に配布されたガラスの葉

発表の場がモチベーションに

　アートピース（美術品）を中心に制作
する小島さんは、「美術館での展示は作
家にとって大きなモチベーションにな
る。富山には設備の整った環境と優れ
た発表の場があるので、クラフト（工芸
品）作家もより大きな作品に挑戦し、展
示の機会が増えると良い」と期待を寄
せました。
　美術館に展示されるアートピースに
比べて、クラフト作品は展示の機会が
限られています。工房所属の作家はク
ラフトを制作することが多く、その作
品をどう発表するかが課題であるとし
て、藤井市長は、工房所属作家の出展機
会拡充に向け、「工房、ガラス美術館、ガ
ラス造形研究所の ３施設連携」を解決
策に挙げました。
　具体的には、３館を巡るPR動画を活
用して情報発信を進めていると説明し
ました。また、昨年 ２月に開催の工房所
属作家２１人の作品をガラス美術館で紹
介した「ガラスの街とやま連携展」につ
いて、「展示の工夫次第で想像力をかき
立てる場を作れる」とし、連携の重要性
を強調しました。

　 3月 8日㈯からガラス美術館に、
工房歴代所属作家の作品が一堂に
会します（詳細は 7ページ）。

　野田名誉館長は、「日々の生活を豊か
にする中にガラスがあるのが理想」と
語り、「これからも『人づくり』を通じて
富山ガラスを発展させていく」と展望
を示しました。
　藤井市長は、富山ガラスの知名度向
上を目指し、「特に首都圏での認知を高
め、全国・全世界から注目される富山に
したい」と述べました。また、「つなが
る」をキーワードに、人と人、過去と現
在、素材や地域をガラスでつなげるこ
とを目指すとしました。
　さらに、工房が集まる「古沢エリア」
を創作の場、「街なかエリア」を気軽に
ガラスを楽しめる場と位置づけ、市全
体をガラス文化の拠点にする構想を明
らかにしました。
　最後に、中井さんが「ガラス作品に触
れ、その制作現場を体験することで、イ
マジネーションが広がる」と述べ、富山
ガラス文化のさらなる発展を願い締め
くくりました。

富山ガラスの未来へ
さらなる発展を目指して
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TOYAMA GLASS ARTIST INTERVIEW 富山ガラス工房で働く 2 人のガラス
作家に、ガラス作品や工房でのガラ
ス制作について聞きました。

新潟県出身。2024年から、普及推進部（第 2工房）に勤務。
制作体験指導を行う。

　ガラスに興味を持ったのは、キラキラして綺麗だなと
思って。普段目にするガラスは固くシンプルなものが多い
ですが、それを自分の手で柔らかい状態で扱う、というの
がすごく面白そうだなと。
　飴細工のようで、自由に、でも重力などで制約を受けて
不自由な部分もあり…大学ではガラス以外の素材なども
取り扱いましたが、結局ガラスを選びました。
　ムリーニと呼ばれる、金太郎飴のようにガラスを伸ばし
て切って作成したチップを使用する技法があり、そのガラ
ス片が可愛らしく、すごく気に入っています。

自由で、不自由で、面白いガラス
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郁さん

ガラスの魅力。工房の魅力。

　関東の大学に通っていましたが、外から見てもこの工房
はとても有名で、「富山はガラスに力を入れている」という
印象でした。
　実際に工房で働いている中でも、地域の方々にガラスが
浸透していると感じます。それが途切れないように、市民
の方に引き続きガラスを楽しんでいただきたいですし、遠
いところからいらっしゃる観光客の方にも体験していた
だき、さらに盛り上げていけたらと思っています。

ガラスに触れる〝きっかけ〟がある富山

北海道出身。東京都で₅年間ガラス制作を行う。
2022年から、技術開発部（共同工房）に勤務。

表情豊かな素材、制作環境が魅力的
　進学した美術大学にガラス専攻があったことをきっか
けに、ガラスにはまりました。キラキラした素材自体もそ
うですが、工房の空気感とか、道具に使うワックスの焼け
る甘い匂いや音みたいな、素材に携わるときの環境がす
ごく好きで。頭と体を両方使うのも楽しいです。
　ガラスってすごく表情豊かで、割れたり、膨らんだり、
伸びたり…制作中に思った形にならなくても、それは失
敗じゃなくて、新しい表情を知れたと思えます。溶かして、
固めて、何回でも挑戦できる、素敵な素材です。

富山で、自分の作りたいものを仕事に
　大学時代の教授が富山ガラス造形研究所の一期生で。
その縁もあり、ガラス専攻のみんなで来たことがあって、
ここで働いてみたいな、と思っていました。
　他の工房では、決まった「工房の商品」を制作すること
が多いのですが、ここでは「自分の考えたデザイン」を制

作することにかなり時間を使えて、
個性を伸ばせる環境だと思います。
他の作家の手法やデザインを知っ
て、より自分の作品を洗練させて
いくことができる…と感じてます。

ものの細部にこだわりたい
　ただ膨らませただけでもガラスは綺麗ですが、厚みの
変化とか、フォルムの印象とかにこだわって、いろんな表
情の器を作っています。
　オブジェを作るときは、
細部に目を向けつつ、引き
寄せられるような空気を
まとった作品を目指して
全体を仕上げています。

富山ガラス工房開設30周年記念特集―想いを聞く

　第 2工房では小学生以下
のお子さんでもガラスに触
れて楽しめる体験をご用意
していますので、ガラスを
好きになるきっかけとして
利用してくださるとうれし
いです。

制作体験は

\ こちらをチェック /
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G
ギ ャ ザ リ ン グ

athering―つなぐ創造力

TOYAMA・GLASS を ギャラリーショップ
（富山ガラス工房：古沢）

第 2工房（西金屋）
春の特別制作体験

TOYAMA・GLASS を ガラス美術館（西町）企画展

購入する

TOYAMA・GLASS を

体験する

　県内外のガラス作家のオリジナル作品を展示・販売し
ています。
　季節に合わせて随時企画展も行い、様々な生活シーン
を彩るガラスの魅力を紹介しています。富山を代表する
作家や注目の新鋭作家の作品の数々も、気軽に購入して
いただけます。

★オンラインショップでも
　一部作品を購入できます
https://toyama-garasukobo.shop/

巡る ガラス美術館　☎461－3100

　工房で切
せ っ さ

磋琢
たく

磨
ま

し、現在、全国で活躍している作家は100人余り。その創造力
あふれる若い才能の数々が、富山ガラスの魅力を発信してきました。本展では
歴代所属作家の作品とともに、工房30年の軌跡をたどり、未来へと続く針

しん
路
ろ

を
展望します。

協力：（一財）富山市ガラス工芸センター[富山ガラス工房]

学芸員によるギャラリートーク
日時　 3 月29日㈯14：00～
場所　 2・3 階展示室 1 － 3
※費用・申込不要。
※展示室への入場には、本展観覧券

が必要です。

開場時間
観 覧 料

9：30～18：00（㈮㈯は20：00まで）　※入場は閉場の30分前まで。
一般1,200円（1,000円）、大学生1,000円（800円）
※高校生以下無料。　※（）内は20人以上の団体料金。

会期
3 月 8 日㈯～ 6 月22日㈰

会場
2・3 階 展示室 1－ 3

※第 1・3 ㈬は閉場。

富山ガラス工房　☎436－2600
第₂工房　☎436－3322

　世界で一つだけのガラスの
イースターエッグを作りませんか。

イースター特別制作体験

日時　 4 月 1 日㈫～13日㈰ 9：00～12：00、13：00～16：00
対象　小学生以上　※作品のお渡しは一週間後以降。
★越

コシノ
碧
アオ

・越
コシノ

翡
ヒ

翠
スイ

と、金
きんぱく

箔または銀
ぎんぱく

箔を使用できます

春休み特別制作体験
①キラキラ写真立て／②ガラス万華鏡

日時　 3 月20日㈷～30日㈰の㈯㈰㈷
　　　 9：20～、10：30～、13：20～、14：30～
対象　① 4 歳以上
　　　②小学生以上
定員　各12人

共通項目

富山ガラス工房開設30周年記念特集―ガラスに出会う

費用　2,000円　申込方法　電話か直接、第₂工房へ。
※予約優先。 　※中学生以下は保護者同伴。

小牟禮尊人《水影》2024年 西山雪《色謳う》2024年 撮影：伊藤留美子

関連プログラム


